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緒言

　チョウ類とは昆虫綱チョウ目（鱗翅目）の46上科の
うち，主にアゲハチョウ上科とセセリチョウ上科に分類
される生物を指し，一般にガ類と区別された総称である
（Scoble, 1986；大崎，2000）．生態系においてチョウ類
は捕食者や寄生者の餌資源となったり（本田・加藤，
2005），被子植物の花粉の送粉者となったり（Suzuki et 

al., 1987），生態系の生物多様性の維持（生態系の基盤サー
ビス）に大きな役割を果たしている．また，幼虫が葉を
摂食する行動は，植物の一次生産量を増減させ，生態系
の二酸化炭素の収支を通して，調整サービスに影響を与
えうる（Karban and Baldwin, 1997；山内，2005）．さらに，
昆虫採集や生物観察など幅広い世代の自然との触れ合い
や教育の教材（文化的サービス）にもなるなど（本田・
加藤，2005），チョウ類は生態系の成立や生態系サービ
スに大きな影響を与えている．チョウ類は環境の変化，
とりわけ幼虫期の餌となる食餌植物（食草・食樹）や成

虫期の蜜源植物（花蜜・樹液）の存在に敏感であり，地
域の植生やそれらを含めた環境の状態を診断するための
環境指標生物としても利用されている（日本自然保護協
会，1994）．生態系サービスの質や規模，地域の環境変
化などを評価するためには，地道な野外調査を通して，
チョウ類がいつ・どこに・どれだけ発生しているのかを
継続的に記録し，それらの発生消長や空間分布を明らか
にすることが重要となる．
　過去の研究において，チョウ類が観察される時期や個
体数の増減といった発生消長は，気温や日射量，降水量，
風速などの無機的な要因（非生物要因）に影響を受ける
ことが知られている（Tauber et al., 1986; Leather et al., 

1993；中村，2010）．また，空間分布は，食餌植物や蜜
源植物の分布やフェノロジー，さらには捕食者の存在と
いった有機的な要因（生物要因）の影響を受け，その結
果としてチョウ類の種ごとの環境選択性が決まっている
（大崎，2000）．これらのことが明らかにされてきたのは，
研究者のみならず多くのチョウの愛好家によって，様々
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要　約

　地域周辺のチョウ類の発生消長や空間分布を明らかにすることは，生態系サービスや環境の変化を評価するために
重要である．本研究では一年を通した定期的な観察から，都市域に残された緑地である玉川学園キャンパスのチョウ
類の発生消長と空間分布を明らかにすることを目的とした．調査期間の2021年5月から2022年12月において，5科
44種3354個体のチョウ類が観察された．これは都内で大きな緑地面積を有する明治神宮や小石川植物園などと同程
度の種数であった．数多く観察された種は草原性のマメ科やアブラナ科などの草本類，落葉広葉樹林の林床に繁茂し
たササ類，植栽されたツツジ類などを食餌植物や蜜源植物として利用している種であると考えられた．観察されたチョ
ウ類の中には，東京都レッドリストで本地域の絶滅危惧Ⅱ類に指定されているアカシジミや準絶滅危惧種に指定され
ているオオチャバネセセリも確認された．多くの種が3月上旬以降に観察され，12月上旬にはほとんど観察されなかっ
た．9月が最も総個体数・種数ともに最多となったが，季節的な個体数の増減パターンは種によって異なった．これ
らの結果から，都市緑地においてチョウ類の保全や保護のためには，多種多様な食餌植物と蜜源植物のある環境を再
生し維持することが重要であると考えられた．
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な場所を対象になされてきた野外調査の記録や報告によ
るところが大きい（小松ら，2015）．しかし，これらの
過去の記録や報告は観察した季節や時間帯，頻度，記録
方法などが統一されておらず，定量的な解析をすること
が難しい．また限られた地域の情報としてしか公開され
ておらず，記録の閲覧や収集が難しい．1976年にイギ
リスで統一的なデータの収集を目的としたチョウ類のモ
ニタリング事業が開始され，日本においても環境省の重
要生態系監視地域モニタリング推進事業（モニタリング
サイト1000）が展開されている（環境省，2023．しかし，
チョウ類に関するデータは公開されているものの，調査
対象の地域は限定的で，データの量や質にも大きな偏り
があるなど課題が多い（金尾，2008）．
　近年，都市域では放棄された緑地の増加や緑地自体の
減少により，近隣住民の享受できる生態系サービスの質
や規模の低下が危ぶまれている（田中，2010）．しかし，
このような「都市域の緑地」において，生態系サービス
の一端を担うチョウ類の発生消長や環境選択性を定量的
な観点から記録し解析した例は少ない．これらの記録や
解析を通してチョウ類の保全や保護を考えることは，先
に挙げた生態系の基盤，調整，文化的サービスの向上を
図るとともに，都市緑地の維持や管理の指針にもなり得
る（中村，2010；日本チョウ類保全協会，2019）．玉川
学園キャンパスは，周囲を住宅地に囲まれながらも，敷
地内に多くの農地や草地，森を残す都市型の緑地（里山
生態系）と見なすことができ（関川・池之，2020），出
現する植物や昆虫は，関東の都市域で高頻度に観察され
る種が多い．そこで本研究では，玉川学園キャンパスを
都市域に残された緑地のひとつの例として，年間を通し
た定期的な観察を行い，本地域におけるチョウ類の発生
消長と空間分布を明らかにすることを目的とした．また，
チョウ類の保全や保護を視野に入れた都市緑地の維持や
管理方法について議論した．

方法

調査地
　調査は東京都町田市および神奈川県横浜市，川崎市の
境に位置する玉川学園キャンパス（63 ha）で行われた（図
1）．本地域は西の高尾山麓から東の横浜市へと東西20 

kmにわたる多摩丘陵の中央に位置する（北緯35度34分
10秒，東経139度28分09秒，経塚二等三角点を基準）．
年間降水量は1598 mm，年平均気温は15.4度（府中地域
気象観測所，1991年から2020年の平年値）で，暖温帯

に属する．年に数回の降雪が確認されるが，積雪は数年
に1度で最大の積雪深は30 cm程である（友常ほか，
2022）．
　キャンパス内には校舎やグラウンドなどの人工建造物
（被覆面積率；45％）のほか，草原（13％，農地を含む）
や森林（42％）が存在する．草原としては，農学部の学
生実習で使用されている農地（畑・水田）の周辺や農地
間の斜面，休閑期の農地，耕作放棄地，未舗装路，林縁
部，芝地などが挙げられる．春からハルジオンやセイヨ
ウアブラナ，シロツメクサなど，秋からコセンダングサ
などが高頻度で観察される．森林としては，放棄された
薪炭林のコナラやクヌギなどの落葉広葉樹林やそこから
遷移が進みシラカシやヒサカキなどの常緑樹を含む二次
林，これらの林床にアズマネザサが多く繁茂した林分，
実習等で植えられたスギやヒノキなどの植林，モウソウ
チクの竹林などが挙げられる．上記の建造物とこれらの
林分の間には，ソメイヨシノやクスノキ，マテバシイな
どの落葉広葉樹や常緑広葉樹が植栽されている．

ルートセンサス
　チョウ類の発生時期や個体数を明らかにするために，
ルートセンサスを行った．まず，キャンパス内を踏査し，
多様な環境（農地，草原，森林，建造物など）を網羅す
る6.2 kmのルートを設定した（図1）．調査期間は2021

年5月7日から2022年12月6日とし，約1週間に1回の
頻度で合計71回の調査を行った．各調査では，ルート

図1　調査地と調査ルート
玉川学園キャンパスの航空写真．赤は玉川学園キャンパスの敷地
境界（玉川学園校内現況図2017年9月補正版を基に作図），白はルー
トセンサスのルートを示す．①をルートセンサスの起点とし，番
号の昇順の方向へ進み⑲を終点とした．敷地外は2019 年10月13
日に国土地理院によって撮影された画像，敷地内は2021年8月31
日にドローンによって撮影された画像．
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を移動しながら調査者の左右，前方，上方5 m以内で目
撃されたチョウ類の成虫の位置（緯度経度）と種名を，
同一個体の重複に注意しながら記録した（モニタリング
1000と同様の方法；環境省，2023）．位置の記録には，
スマートフォンで利用可能なGPSアプリケーションで
あるジオグラフィカ（ver.2.0.5，松本圭司，日本）を用
いた．目視で同定できなかった個体は，可能な限り網で
捕獲して同定し，捕獲できなかった個体は不明種とした．
捕獲時間を除くと，全ルートを通過するのに約2時間を
要し，時速約3 kmで移動しての調査となる．これらの
結果から，各調査日ごとに得られた個体数（総個体数と
種毎個体数）と種数，および年間の個体数と種数を算出
した．また，観察された年間の全種の個体数と種ごとの
個体数からShannon-Wienerの多様度指数（H’）と
Simpsonの多様度指数（1―λ）を算出した（中村，
2010）．なお，チョウ類や食草，蜜源となる植物名が本
文中で多く記述されるため，文章の読みやすさという観
点から本文中では和名での表記とし，学名は各表内に掲
載した．

統計解析および空間解析
　チョウ類の発生消長と環境要因の関係を明らかにする
ために統計解析を行った．各調査日の環境データとして，
キャンパス内に設置された学内農場気象観測装置（関川
ら，2022）により，気温（℃），降水量（mm），風速（m 

s－1），日射量（MJ/m－2）の各データを取得した．これ
らは，調査実施時間帯を含む10時から15時までの1時
間ごとのデータを平均し，独立変数として用いた．従属
変数には各調査日に観察されたチョウ類の総個体数また
は種数を用いた．また，独立変数の多重共線性の確認を

行うために，VIF値（分散拡大要因）を算出したところ，
使用する独立変数の最大値は3未満となり，すべての独
立変数を使用することとした．次にこれらの独立変数を
用い，一般線形モデルとAIC（赤池の情報量規準）に基
づくベストモデルの選択を行った．
　各種の空間分布と環境選択性を明らかにするために，
地理情報システムQGIS（Ver.3.20及び3.10，フリードメ
イン）を用いた解析を行った．まず，玉川学園キャンパ
スの高解像度空中画像（友常ほか，2022）を目視で草原
（畑地や水田，未舗装路を含む），森林（二次林や植林），
人工建造物（校舎や温室，舗装路）（図2）の3つに区分
した土地被覆レイヤー（空間座標系：WGS84/UTM zone 

54N）を作成した．これらのレイヤーにルートセンサス
で得られたチョウ類の位置情報を重ね，観察された各点
を中心とした半径5 mの範囲の草原，森林，人工建造物
の土地被覆率を算出した．個々に得られたこの土地被覆
率の数値を種ごとに平均し，種の環境選択性を示す指標
とした．この指標を視覚的に理解しやすいように，草原・
森林・人工建造物の被覆率を各辺とした三角図として作
図した（図4）．なお，これらの解析には，調査期間中
を通して観察された総個体数が30個体以上の種を対象
とした．

結果

発生消長と環境要因
　本調査の期間においては，5科44種3354個体（重複
する月の平均を取ると，2913個体）のチョウ類が観察
された（図3，表1）．最も多く観察された種はシジミチョ
ウ科のヤマトシジミ（全個体数3354個体の27.2％，観
察頻度の順位1位）で（表1），次いでシロチョウ科のモ
ンシロチョウ（10.6％，2位），タテハチョウ科のヒメウ
ラナミジャノメ（10.1％，3位）であった．その他，ア
ゲハチョウ科のアオスジアゲハ（2.3％，11位），セセリ
チョウ科のオオチャバネセセリ（1.4％，15位）が各科
において最も多く観察された．これらのうち，日本の固
有種は3種（ウラギンシジミ，ヒカゲチョウ，サトキマ
ダラヒガケ），東京都レッドリストに掲載された種は7

種（ヒメウラナミジャノメやヒカゲチョウなど），特定
外来生物に指定された種は1種（アカボシゴマダラ）で
あった（付表1）．また，迷蝶とされるアサギマダラも
観察された．これらの結果から算出されたShannon-

Wienerの多様度指数は2.79，Simpsonの多様度指数は
0.89であった．

図2　代表的な土地被覆の区分の景観
（a）は草原，（b）は人工建造物，（c）は森林を示す．
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一
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　チョウ類が観察されたのは3月上旬から12月上旬ま
であり（図3），12月中旬から2月下旬にはまったく観察
されなかった．シジミチョウ科やシロチョウ科の発生消
長は，他の科と比べて長い傾向であった（表1）．観察
された総個体数および種数はともに9月に最多となった
が，個体数の増減パターンは種によって異なった．例え
ば，個体数のピーク時期が明瞭な種は，アオスジアゲハ
やコミスジなど（9月頃）であった．個体数ピーク時期
が複数回の種は，モンシロチョウやサトキマダラヒカゲ
など（5月と10月頃）であった．年間を通じて個体数変
動が少なく，比較的観察数が多かったのがヤマトシジミ
など，少なかったのがアゲハチョウなどであった．
　個体数に対する一般線形モデルにおけるベストモデル

を選択したところ，気温，風速，降水量の3つの変数が
選択され，気温に対しては正，風速と降水量に対しては
負の効果が確認された（表2）．また観察された種数に
対しては気温と降水量の2つの変数が選択され，気温に
対しては正，降水量に対して負の効果が確認された．

空間分布と環境選択性
　各種が観察された地点を中心とした半径5 mの範囲の
草原，森林，人工建造物の土地被覆率において，森林の
被覆率が最も高くなったのはクロヒカゲ，次いでサトキ
マダラヒカゲやヒカゲチョウなどのタテハチョウ科の種
が多かった（図3）．草原の被覆率が最も高かったのは
モンキチョウで，次いでベニシジミなどシロチョウ科や
シジミチョウ科の種であった．人工建造物の被覆率にお
いては他の土地区分ほど高い値で観察されたチョウはい
なかったが，アオスジアゲハが最も高く，次いでアゲハ
といったアゲハチョウ科の種が多かった．中間的な被覆
率（三角図の中央付近の領域）には，キタキチョウやス
ジグロシロチョウなど，それぞれの土地被覆率が50％
を超えた領域よりも，多くの種が観察された．

図3　チョウ類の個体数・種数と環境要因の季節変化
環境データは取得したもののうち，統計解析によって個体数と種
数（a）ともに有意な影響があったと認められた気温と降水量（b）
のみ図示した．

切片
回帰係数

気温 風速 降水量 AIC

個体数  11.139 2.93 －14.29 －10.85 706

種数 －2.918 0.61 -  －1.58 414

表2　個体数および種数と環境要因の統計解析の結果

図4　環境選択性の指標となる土地被覆率の三角図
出現したチョウ類の位置を中心とした半径5 mの円の中に含まれ
る森林，草原，人工建造物の被覆率を計算し，各種ごとの平均値
をプロットした．観察された総個体数が30個体以上の種をプ対象
とした．赤，青，緑がそれぞれ濃い領域ほど，その土地被覆率が
高くなる．中央はそれぞれの被覆率が33.3％ずつとなることを意
味する．例えば，コミスジの森林，草原，人工建造物の土地被覆
率はそれぞれ58％，21％，21％となる．

森林
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考察

発生消長と環境要因
　本研究において観察されたチョウ類は5科44種で
あった．本地域の過去のチョウ類の観察記録（2018年4

月から10月で任意に採取・観察された種の記録）にお
いても，ほぼ同様の46種が確認されている（玉川大学
文化会生物自然研究部，2020）．これらの結果は，都内
の大きな緑地面積を有する明治神宮（70 ha，43種）や
小石川植物園（16 ha，42種），林試の森公園（12 ha，
40種）（矢後ほか，2014；井上，2020）などと同程度の
種数であった．皇居（230 ha，56種）や自然教育園（20 

ha，57種）などではそれよりも多くの種が観察されて
いるが，このチョウ類の豊かさは緑地面積の広さや様々
な植物種が整った環境であることによるものと思われる
（井上・後藤，2017）．なお，我々が調査で用いたルート
センサス法は，樹上を住処にする種や早朝や夕方に活動
する種などは観察されにくく，実際に存在する種数はよ
り多い可能性がある．
　東京都の南多摩地域（本調査地を含む）のレッドリス
ト（東京都，2023）に記載された種として，準絶滅危惧
種のオオチャバネセセリが観察された．オオチャバネセ
セリは，ササ類を食草としており，落葉広葉樹林の林床
に繁茂したアズマネザサが利用されている可能性が高
い．アズマネザサはキャンパス内において草刈りの対象
となりやすく，種の保全・保護を考える上では，一部を
残すことが望まれる．
　観察された個体数の頻度順位は，キャンパス内で利用
可能な食餌植物や蜜源植物の豊富さに起因すると考えら
れる．例えばヤマトシジミをはじめ，観察された個体数
の上位6位までの種は，草原に頻出するシロツメクサ（マ
メ科）やアブラナ（アブラナ科）などを食草や蜜源植物
とする．また，上位7位のサトキマダラヒカゲから10位
のクロヒガケなどは，幼虫はササ類を食草とし，成虫は
樹液を餌資源とする種であり，林床にアズマネザサが繁
茂したコナラやクヌギが優占する落葉広葉樹二次林の存
在が影響したもの考えられる．比較的大型の種で人目に
付きやすいアゲハチョウ科はキャンパス内に多く植栽さ
れたツツジ類を蜜源とし，その中でも観察数の多かった
アオスジアゲハもまた，多く植栽されたクスノキを食樹
としている．すなわち，現在の玉川学園キャンパスで多
く観察される種は，これらの植生や植栽の構造と管理状
態をよく反映したものとなっている．
　チョウ類がその年に観察され始める時期や観察されな

くなる時期は，気温が最も重要な要因であることが知ら
れている（山本，1981）．本研究において，チョウ類が
観察されたのは気温が5.7 ℃以上となった3月上旬から
8.3 ℃以下となった12月中旬まであった．チョウ類の活
動可能な温度は，種や成長段階によって異なることが知
られている（井上，2005）．過去の研究例においても，
シロチョウ科やシジミチョウ科は他と比べて低い温度帯
での活動が報告されており，本研究結果と一致する．ま
た，チョウ類の越冬形態は卵や幼虫，蛹，成虫の4つの
タイプがあるが，3月上旬に観察されたチョウ類は，成
虫越冬以外の種も多い（表1，付表1）．成虫に比べて幼
虫の活動可能温度や蛹化温度は低いが（本田・加藤，
2005），この結果は多くの種が成虫の活動できる温度や
蜜源植物の開花時期に合わせた生活環を持っていること
を意味している．なお，本研究において成虫越冬の種が
10種確認されたが，12月から2月までの冬期にそれらの
種は観察されなかった．本研究では飛翔中のチョウ類を
観察対象とする手法を採ったために，成虫越冬中の成虫
を観察することはできなかった．
　本研究では，観察されたチョウ類の総個体数や種数は，
気温が高くなると増加し，風速や降水量が増加すると減
少した．我々の調査のように，降雨や強風などの影響を
含む調査結果を報告した例は少ない．環境省によるモニ
タリングサイト1000（環境省，2023）では，経験則的
に晴れた日や風の弱い日に調査をするように提言がなさ
れているが，本研究結果からもある地域に生息するチョ
ウ類の種数や個体数を調査するためには適切な条件であ
ると言える．さらに本研究では，種によって観察される
個体数の季節的な増減パターンに違いがみられたが，こ
れは過去に報告されている食草や蜜源植物のフェノロ
ジーの影響を受けるチョウ類の化数（年間の世代交代数）
の違いが反映されていると考えられる．

空間分布と環境選択性
　これまでチョウ類の空間分布や環境選択性を示す区分
として，森林性や草原性という用語が用いられてきた（田
中，1988）．本研究においても一般に森林性とされるク
ロヒカゲやサトキマダラヒカゲ，草原性とされるヤマト
シジミやモンシロチョウなどは，それぞれの土地被覆率
が高い領域で観察された．また，林縁種という区分もあ
るが，それらは本研究で示した図4において，中央の領
域にプロットされた．本研究で示したような三角図は，
必ずしもチョウ類が森林性や草原性という単純に2分さ
れるものではなく，森の奥深い場所を好むのか林縁を好
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むかなど，連続的かつ定量的に示されうることを意味し
ている．
　図4で示された種ごとの土地被覆割合の高さは，利用
する食餌植物や蜜源植物の生育環境に強く影響を受けて
いるものと考えられる．例えば，高い森林被覆率を示し
たチョウ類は，幼虫の食草を林床に生えるササ類，成虫
の餌資源を樹液とし，ともに森林性の植物を利用する．
また，高い草原被覆率を示したチョウ類は，ともに草原
性の植物を利用する．一方で図4の中央付近にプロット
されたチョウ類は，林縁の光を受けやすい植物や，食餌
植物と蜜源植物の一方が森林または草原にある種であ
る．これらのことは，多くのチョウ類を観察するために
は，様々な食餌植物や蜜源植物が生育可能な環境を維持
することが重要であることを示唆している．
　本研究の調査地のように都市域の緑地においては，人
為的影響をどのように評価するかが重要であった．本研
究では人工的な建造物を含む土地被覆率の三角図とする
ことでその評価を可能とし，アオスジアゲハやアゲハな
どが都市域でも比較的観察されやすい種であることが定
量的に示されている．これらの種は，一般的に飛翔活性
が高く，1日の移動距離が長い種であった（大崎，
2000）．都市域では，チョウ類にとっての食餌植物や蜜
源植物が非常に限られており，その飛翔活性の高さが都
市で観察されやすい一つの要因になっていると考えられ
る．したがって，これらの種は都市域で観察されやすい
種と言える．本研究では観察個体数を十分に確保できた
種を対象に解析を行ったが，観察を継続することで，そ
の他の種の都市化との関係を評価できる可能性があり，
今後の研究が期待される．

チョウ類の保護・保全を考えた緑地の管理・整備方法
　日本では全国的にチョウ類の衰亡が問題となってお
り，その原因として，都市的開発や環境管理の変化が挙
げられている（井上，2005）．これらの原因は，チョウ
の生息環境としての植生を変化させる要因でもある．本
キャンパスにおける森林植生は1980年代に比べて2010

年には，低木層では100 m2当たり10種前後から数種に，
草本層では同様に50種前後から10種弱に，著しい減少
が認められた（関川・池之，2020）．その主な要因は，
森林樹木の成長に伴う林冠の閉鎖や，林床管理の減少に
よるアズマネザサの密生により，林床の光環境が悪化し
たことである（関川・池之，2020）．1980年代に観察さ
れた植物には林縁や陽地性のものが見られ，またそれら
の中にはチョウの訪花や産卵の可能性がある植物種が含

まれた（関川ほか；1986，関川・池之，2020）．チョウ（成
虫）にとって訪花は餌の獲得行動であるが，一方植物に
とっては有性生殖のための花粉媒介の機会である
（Hadley and Betts, 2012；牧林，2006）．チョウの出現時
期は種ごとに異なり（表1），一方植物の開花時期も種
によって多様である．チョウと植物の種多様性がともに
高いことは，それぞれにとって餌資源選択性と有性生殖
機会を相互に高め合うと考えられる．また，チョウの生
活史上，幼虫と成虫それぞれの餌資源となる植物（付表
2）がチョウの飛翔可能エリアに揃っていることは，持
続的なチョウの生息に資するであろう．チョウには，お
おまかに森林性と草原性の種があることから（田中，
1988），森林と草原のバランスを考慮する緑地管理も重
要である．これらを踏まえて，林床の光環境を改善する
ため，一部の高木の枝打ちや伐採，オオチャバネセセリ
（南多摩において準絶滅危惧）などの幼虫餌資源として
一部を残しつつアズマネザサの繁茂を抑制し，低木や林
床草本の保全を進める．ただし，上記の森林性チョウ類
にとって重要となる樹木は，残していかなければならな
い．草原的な環境では，草刈りを一斉に行うのではなく，
開花している植物を部分的に残すことで，陽地性の蜜源
となる植物を絶やさない管理をする．また，本キャンパ
スは，周辺を住宅地に囲まれた島状の緑地帯である（図
1）．チョウの多様性をより高めるために，これらの基本
的な緑地管理方法について，本学の地域連携協定を活か
して周辺自治体と協議し，近隣の緑地管理について提言
することで，「生物多様なまちづくり」に貢献できるも
のと期待する．
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幼虫または成虫 種名 科名＊＊

幼虫（葉食） ミツバ Cryptotaenia canadensis subsp. japonica セリ科 Apiaceae
セリ Oenanthe javanica セリ科 Apiaceae
キジョラン Marsdenia tomentosa キョウチクトウ科 Apocynaceae
ウマノスズクサ Aristolochia debilis ウマノスズクサ科 Aristolochiaceae
ハハコグサ Pseudognaphalium affine キク科 Asteraceae
アブラナ Brassica rapa アブラナ科 Brassicaceae
キャベツ Brassica oleracea var. capitata アブラナ科 Brassicaceae
ショカツサイ Orychophragmus violaceus アブラナ科 Brassicaceae
エノキ Celtis sinensis アサ科（ニレ科） Cannabaceae
カナムグラ Humulus scandens アサ科（クワ科） Cannabaceae
スイカズラ Lonicera japonica スイカズラ科 Caprifoliaceae
ヤマノイモ Dioscorea japonica ヤマノイモ科 Dioscoreaceae
ネムノキ Albizia julibrissin マメ科 Fabaceae
クズ Pueraria lobata マメ科 Fabaceae
シロツメクサ Trifolium repens マメ科 Fabaceae
ヤハズエンドウ
（カラスノエンドウ）

Vicia sativa subsp. nigra マメ科 Fabaceae

フジ Wisteria floribunda マメ科 Fabaceae
マテバシイ Lithocarpus edulis ブナ科 Fagaceae
クヌギ Quercus acutissima ブナ科 Fagaceae
コナラ Quercus serrata ブナ科 Fagaceae
クスノキ Cinnamomum camphora クスノキ科 Lauraceae
タブノキ Machilus thunbergii クスノキ科 Lauraceae
オニユリ Lilium lancifolium ユリ科 Liliaceae
カタバミ Oxalis corniculata カタバミ科 Oxalidaceae
ススキ Miscanthus sinensis イネ科 Poaceae
イネ Oryza sativa イネ科 Poaceae
アズマネザサ Pleioblastus chino イネ科 Poaceae
クマザサ Sasa veitchii var. veitchii イネ科 Poaceae
スイバ Rumex acetosa タデ科 Polygonaceae
カラスザンショウ Zanthoxylum ailanthoides ミカン科 Rutaceae
サンショウ Zanthoxylum piperitum ミカン科 Rutaceae
イラクサ Urtica thunbergiana イラクサ科 Urticaceae
スミレ Viola mandshurica スミレ科 Violaceae

成虫 キツネノマゴ Justicia procumbens var. procumbens キツネノマゴ科 Acanthaceae
（花蜜食，樹液食） ノアザミ Cirsium japonicum キク科 Asteraceae

ヒメジョオン Erigeron annuus キク科 Asteraceae
ヒヨドリバナ Eupatorium makinoi キク科 Asteraceae
アザミ類 Species of Cirsium キク科 Asteraceae
タンポポ類 Species of Taraxacum キク科 Asteraceae
スイカズラ Lonicera japonica スイカズラ科 Caprifoliaceae
リョウブ Clethra barbinervis リョウブ科 Clethraceae
ツツジ類 Species of Rhododendron ツツジ科 Ericaceae
ネムノキ Albizia julibrissin マメ科 Fabaceae
クララ Sophora flavescens マメ科 Fabaceae
シロツメクサ Trifolium repens マメ科 Fabaceae
マメ科植物の花 Flowers of Fabaceae マメ科 Fabaceae
フジ Wisteria floribunda マメ科 Fabaceae
クリ Castanea crenata ブナ科 Fagaceae
クヌギ (樹液 ) Sap of Quercus acutissima ブナ科 Fagaceae
ウツギ類 Species of Deutzia アジサイ科（ユキノシタ科） Hydrangeaceae
クサギ Clerodendrum trichotomum var. trichotomum シソ科（クマツヅラ科） Lamiaceae
ウツボグサ Prunella vulgaris subsp. asiatica シソ科 Lamiaceae
イボタノキ Ligustrum obtusifolium モクセイ科 Oleaceae
カタバミ Oxalis corniculata カタバミ科 Oxalidaceae
オカトラノオ Lysimachia clethroides サクラソウ科 Primulaceae
ヘビイチゴ Potentilla hebiichigo バラ科 Rosaceae
ヤブカラシ Cayratia japonica ブドウ科 Vitaceae

＊種名および科名はYList（米倉・梶田，2003）に基づく標準名．科名および学名等のアルファベット順．＊＊括弧内は旧科名（付表1を参照）

付表2　チョウ類幼虫および成虫の餌資源植物リスト
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Occurrence, Abundance and Spatial Variation of Butterflies at 
Tamagawa Gakuen: Implications for Urban Green Space 
Maintenance and Management with Focus on Butterfly 

Conservation and Protection

1 Department of Agri-Environmental Sciences, College of Agriculture, Tamagawa University, 6―1―1 Tamagawagakuen, Machida, Tokyo, 

194―8610, Japan

Mitsutoshi Tomotsune1, Itsuki Susa1, Yuito Koshiba1, Seikoh Sekikawa1

Abstract
　 Understanding the population dynamics and spatial distribution of butterflies in the surrounding region is important for 

assessing ecosystem services and environmental changes.  In this study, we focused on Tamagawa Gakuen campus as an 

example of a remaining urban green space and aimed to elucidate the occurrence, abundance, and spatial distribution of 

butterflies throughout the year through regular observations.  Between May 2021 and December 2022, we observed a total 

of 3,354 butterflies across 44 species and 5 families.  This species richness was comparable to other significant green areas 

in Tokyo, such as Meiji Shrine and Koishikawa Botanical Garden.  The prominently observed species were believed to utilize 

various plants like legumes and Brassicaceae weeds in grasslands, Sasa grass of forest floor in deciduous broad-leaved 

forests, and Rhododendron as garden tree.  Among the observed butterflies, we confirmed the presence of the endangered 

Curetis acuta (category II) and the near-threatened Zinaida pellucida species.  Many observed species were first sighted in 

early March and were no longer observed by early December.  The highest total number of individuals and species occurred 

in September, but the seasonal patterns varied by species.  Based on these results, maintaining an environment with various 

larval food plants and nectar plants is considered crucial to enable the observation of a wide variety of butterflies in urban 

green spaces.

Keywords: Environmental Conservation, Seasonality, Satoyama, Lepidoptera, Ecosystem Services


